
平成 25年度「土砂災害防止に関する絵画・作文」作文小学生の部 優秀賞（事務次官賞）

「みんなで力をかし合おう」
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「ていぼうが決かいしそうです。すぐ、近くのひなん所にい動してください。」

平成１６年７月、福井ごう雨がおきました。当時、わたしの家族は木田小学校の近くにすんでいました。木田小の

北にある足羽川のていぼうが決かいし、たくさんの家が土砂にやられました。私の家にも水が来ました。家には

お母さんと生まれてまだ１ヶ月の私とお兄ちゃん二人しかいませんでした。お母さんは、子ども３人をつれてにげ

るのがいいのか、２階にいた方がいいのか、なやんだそうです。

幸い、私の家は土砂にはやられませんでした。でも、お兄ちゃんの友だちの中にはランドセルや教科書、思い

出の写真などが全部だめになってしまった人もいたそうです。新ちくの家がこわれてしまった人もいたらしいで

す。私のおじいちゃんの家も水につかり、たたみなどがどろだらけになりました。大切な本やビデオもだめにな

ったそうです。でも、足の悪いひいおばあちゃん、おじいちゃんおばあちゃんは無事だったのでよかったです。

今年の夏はゲリラごう雨のニュースをよく聞きました。雨で土砂がくずれ家がうもれてぎせい者が出たそうです。

思い出はまたつくればいいけど死んでしまったらつくれません。

ごう雨の写真やえいぞうを見ると、水の力はものすごいということが分かります。日本の川は短くて急なので大

雨がふると土砂災害がおきやすいそうです。上文殊では、６月に土のうを作ったりつんだりする訓練をしました。

福井ごう雨の時も地区の人たちが力を合わせてどろの始末などをしたそうです。日本では土砂災害が起きるか

のう性が高いらしいので、ふだんから地区全体で訓練しておくことが大事だと思います。ぎせい者が１人も出な

いよういざという時手をかし合いたいです。そのために、ふだんから地区の人と仲よくし、すんでいる人のことを

知っておきたいです。


